
 

5 月 1 日。佐々木宅訪問の後、「日本国」を登ってき 

ました。以下は廣井さんのメールの文章の再掲です。 

 

さて、5 月 1 日酒を飲みに村上市へ出向いた報告が以下。 

5 月 1 日朝、 勝沼さんの車に便乗し、長岡市を出発。 

正午前に新潟県境をわずかに越え鶴岡市鼠ケ関に到着。 

鼠ケ関付近で昼食後”日本国”登山口の村上市小俣へ。 

山の名前が気に入ったので 555ｍ高さのこの山に登った。 

登山口から頂上までの往復に 3 時間を要する。 

山頂の位置は、山形県鶴岡市小名部（おなべと読む）。 

北緯 38 度 31 分 30 秒 東経 139 度 35 分 49 秒。 

登山口駐車場兼休憩所の住所は、村上市小俣 151-34。 

同じ”日本国”という地名が、この山から 30km 北北東の 

山形県 鶴岡市大宝寺にもあるが、そこは市街地である。 

北緯 38 度 44 分 49 秒 東経 139 度 49 分 39 秒。 

13 時 48 分 登山開始 

14 時 59 分  日本山山頂に到着。 

13 時 45 分 到着。 

ここに駐車場と休憩所がある。 
山頂の休憩小屋にあったスタンプ。 山頂の展望台。佐渡や東北の山々が見えるとい

うことだったが。本日、視界なし。 

14 時 43 分 蛇逃
じゃのげ

峠通過。 

14 時 18 分 

松ガ峰広場に到着。 

14 時 45 分 鷹待場通過。 

山頂で記念に。 

山名標と三角点と。 

 

 

15 時 12 分 下山開始。 

16 時 05 分 登山口到着。 

名
峰
「
日
本
国
」 

 

「
日
本
国
」
山
名
の
起
こ
り
は
、
諸
説
あ
り
て
定

か
で
な
い
。 

 

人
皇
第
三
十
二
代
崇
峻
天
皇
は
在
位
五
年
に
し

て
、
時
の
権
力
者
蘇
我
氏
の
た
め
に
暗
殺
さ
れ
る
。 

 

そ
の
第
一
皇
子
、
蜂
子
皇
子
は
そ
の
時
御
年
五
歳

で
あ
る
。
聖
徳
太
子
は
皇
子
の
身
の
上
に
魔
の
手
の

延
び
る
の
を
案
じ
て
、
皇
子
を
都
よ
り
落
し
め
た
。

さ
す
ら
い
の
身
と
な
っ
た
皇
子
は
、
越
の
国
の
最
果

て
に
来
て
大
い
に
産
業
を
興
し
、
五
十
三
歳
で
出
羽

国
羽
黒
山
で
没
し
た
。 

 

皇
子
は
、
晩
年
こ
の
高
山
に
登
り
て
、
故
郷
飛
鳥

の
あ
る
未
申
の
方
向
を
指
差
し
て
「
こ
れ
よ
り
彼
方

は
日
本
国
（
や
ま
と
の
く
に
）
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
こ

れ
が
「
日
本
国
」
の
始
ま
り
と
も
言
う
。 

 

皇
子
な
き
あ
と
、
大
和
朝
廷
は
大
化
の
改
新
を
行

い
、
蝦
夷
地
平
定
の
大
業
を
進
め
、
越
の
国
の
要
害

の
地
に
柵
を
設
け
た
。
そ
の
淳
足
柵
（
ぬ
た
り
の
さ

く
）
、
磐
舟
柵
（
い
し
ぶ
ね
の
さ
く
）
、
そ
し
て
幻
の
柵

と
言
わ
れ
る
都
岐
沙
羅
柵
（
つ
き
さ
ら
の
さ
く
）
は
、

日
本
国
と
一
致
す
る
と
の
学
説
も
あ
る
。 

 

又
、
江
戸
後
期
、
遠
藤
太
郎
次
な
る
若
者
が
こ
の

山
の
頂
で
見
事
な
鷹
を
捕
ら
徳
川
十
代
将
軍
家
治

に
献
上
せ
し
と
こ
ろ
、
将
軍
は
「
こ
れ
は
天
下
無
双

の
鷹
な
る
を
持
っ
て
、
捕
れ
た
山
を
「
日
本
国
」
と

名
付
け
よ
」
と
賞
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。 

 

ま
さ
に
名
峰
「
日
本
国
」
は
、
千
古
の
謎
を
秘
め

し
山
で
あ
る
。 

山
北
町 

左
の
文
は
、
山
頂
の
展
望
台
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た
、
「
日
本
国
」
の
名
の
由
来
で
す
。 

鷹待場 

2016年 6月 11日 作成 勝沼（傾斜や所要時間が丁度よいという印象を受けたコースでした。） 


